
　

筑
豊
の
玄
関
口
と
な
る
べ
く
、
平
成
21
年
に
検
討
が
始

ま
り
約
7
年
の
年
月
を
経
て
よ
う
や
く
完
成
予
想
図
を
発

表
で
き
る
ま
で
に
至
っ
た
桂
川
駅
周
辺
整
備
計
画
。

　

福
岡
都
市
圏
へ
の
通
勤
圏
で
あ
る
桂
川
町
の
魅
力
を
高

め
る
た
め
、
駅
南
側
広
場
の
整
備
や
、
駅
の
南
北
を
つ
な

ぐ
自
由
通
路
の
整
備
が
、
本
格
的
に
動
き
だ
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
駅
周
辺
整
備
事
業
で
は
、
自
由
通
路
設
置
に
伴

い
、
駅
北
側
に
集
中
す
る
交
通
量
や
人
の
流
れ
を
分
散
さ

せ
る
な
ど
の
課
題
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
も
対
応
し
、
新
た
に
設

置
さ
れ
る
駅
舎
及
び
エ
レ
ベ
ー
タ
に
よ
り
、
自
由
通
路
か

ら
直
結
し
て
改
札
口
を
通
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

桂
川
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
王
塚
古
墳
」
の
要
素
も

取
り
入
れ
、
町
外
の
方
に
は
魅
力
的
で
、
町
民
の
皆
さ
ま

に
は
親
し
み
の
も
て
る
「
Ｊ
Ｒ
桂
川
駅
」
が
実
現
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

桂
川
駅
周
辺
整
備
に
よ
り
、
住
む
人
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
住
み
よ
い
「
ま
ち
」
づ
く
り
と
な
る
よ

う
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ご
意
見
、
お
気
づ
き
の
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

これが南側から見た自由通路のイメージ図

だよ。

エレベータの部分に王塚古墳の装飾壁画の

文様があしらわれてるね。

そうなの。やっぱり桂川町のシンボル「王

塚古墳」は必要だよね。

これなら町外から来た人にもインパクトが

あるし、王塚古墳のアピールに繋がるね。

自由通路完成が本当に楽しみだね。

暮らしやすい「まち」桂川へ向けて、町づ

くり事業が進展していくのが楽しみだね。

桂
川
駅
の
自
由
通
路
に
つ
い
て

　

新
し
く
設
置
す
る
桂
川
駅
の
自
由
通
路
は
、
今
ま
で
踏
切
を

介
し
て
往
来
し
て
い
た
駅
の
南
北
を
繋
ぎ
、
人
の
往
来
が
容
易

に
な
り
ま
す
。

　

南
北
両
側
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
自
由
通
路
は
歩

行
者
の
み
通
行
可
能
で
す
。
長
さ
は
約
80
ｍ
、
自
由
通
路
及
び

直
結
す
る
駅
舎
は
、
お
子
様
や
お
年
寄
り
、
荷
物
の
多
い
旅
行

客
に
も
優
し
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
自

由
通
路
内
壁
面
に
透
明
ガ
ラ
ス
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
開
放

的
で
明
る
い
雰
囲
気
に
な
る
予
定
で
す
。

　

桂
川
駅
の
自
由
通
路
は
、
駅
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
み
な

ら
ず
、
新
た
な
人
の
流
れ
や
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
作
り
に
つ
な

が
る
架
け
橋
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
合
先
／
桂
川
町
役
場　

建
設
事
業
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笑
顔
あ
ふ
れ
る
住
み
よ
い

　
　「
ま
ち
」
づ
く
り
に
向
け
て

【ＪＲ桂川駅　南側からのイメージ図】

【自由通路内部イメージ図】
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